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研究成果の概要 

 

本チームは、超硫黄分子の定量的計測および動態・代謝を可視化する技術の開発と、超硫黄

分子特有の機能に着目した画期的な医療基盤技術の開発を目指している。 

赤池 G は、ナノ分子カプセルを用いて、環化八硫黄（S8）が哺乳類・ヒトの生体内に存在すること

を初めて実証した。S8はミトコンドリア sulfide:quinone oxidoreductaseによって生成され、マウス・ヒト

の脂肪組織や細胞内脂肪滴に高濃度で蓄積していた。超硫黄分子は cysteinyl-tRNA synthetase

によって主に生成され(1)、Nrf2 による硫黄代謝制御を介してミトコンドリアのエネルギー代謝を調

節していることも明らかにした(2)。また、超硫黄ラマン分光プロファイルをもとに、堀場製作所と共同

開発しているラマン顕微鏡を用いて、脂肪細胞の S8イメージングに成功した。中林 G は溶液中で

タンパク質を液滴内に高濃度に濃縮する手法を開発し、低濃度タンパク質水溶液の高感度ラマン

測定技術を開発した。0.02 mMの希薄タンパク質水溶液でも信号雑音比の高いラマンスペクトルを

得ることができ、タンパク質超硫黄構造の検出が可能となった。西田・西村Ｇは、超硫黄選択的蛍

光指示薬と H2S/HS-選択的蛍光指示薬とを組み合わせたイメージング法を用いて、虚血後の心筋

組織中の超硫黄分子が減少し、逆に H2S/HS-量が増加することを見出し、還元ストレスの可能性を

示した。また、ウニ由来の親電子物質が超硫黄分解を抑制し、心不全を改善することをマウスで実

証した（3）。タンパク質超硫黄鎖の網羅的検出法を確立し、硫黄ストレスに曝された臓器や細胞が

ストレス回避に用いる輸送体を同定した（4）。さらに、細胞内の超硫黄分子形成に Zn2+が重要な役

割を担うこと、心筋で主要な Zn2+流入を担う TRPC6 チャネルの活性化が心不全治療に資すること

も見出した（5）。 
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